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1) The food of  Ragenorhynchus  oblipuidens,  Tursiops  spp., Pseudorca sp. and Grampus 

 griseus were investigated. They had deen caught in the West Sea Area of  Kyusyu  and at the 

 coastal sea of Yamaguti Pref. 

 2)  Thei r stomach contents were investigated at the location of catch about Tursiops spp.. 

 Pseudorca sp. and Grampus griseus, in consequence Tursiops spp. had taken squid chiefly 

 or little fishes but Pseudorca sp. and Grampus griseus hab eaten squib only. 

3) The bites were found on the squid and fish in  their stomach, it seems that they take the 

 living food by  their teeth of both jaws and then swallow  their food in the natural behavior. 

4) These toothed whales were full stomach in winter investigation at the location of catch 

 but in summer the most of them were empty stomach, it seems that this winter toothed 

 whales are the catch in the feeding migration and summer are in the breeding migration. 

5) The shoal of Pseudorca sp. in the feeding migration lives in company with the shoal of 

 Tursiops sp., and in winter both species had been caught always together. But in the 

 breeding migration both species do not live in company. 

6) Ragenorhynchus oblipuidens, Tursiops spp. and Pseudorca  sp. live in the large shoal, 

 but the shoal of Cramps griseus is smaller than the others, especially that shoal at the 

 breeding migration in summer has this tendency. 

7) In calture these little toothed whales swallow the food from the head part in fish and 

 the extreme part of the mantle in squid. 

8) In calture Ragenorhynchus oblipuidens takes jack mackerel only. 

9) In calture Tursiops  spp. take jack mackerel and mackerel mainly and little squid, it 

 seems that this species takes jack mackerel, mackerel and squid in nature considering the 

 investigations and cultures.
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*本 研 究 は文 部 省 科 学 試 験 研 究 費 に よつて行 な つた.

本 研 突 は1961年4月 日本 水 産 学 会年 会 で そ の概 要 を発 表 し た.
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10) Pseudorca sp. likes jack mackerel and mackerel than squid. The natural food of this 

 species is same to that of Tursiops  spp. as this species lives in company with Tursiops 

 spp. 

11) In calture Grampus griseus takes squid only. 

12) In Grampus griseus, Tursiops sp. and Ragenorhynchus oblipuidens in culture the most 

 part of the death was owing to the stoppage of stomach by the unusual object. 

13) About the daily food quantity in culture, Ragenorhynchus obliquidens takes 10% of their 

 body weight. 

14) In culture one animal of Pseudorca sp. (mean pody length—about 330cm.) takes 12.2Kg. 

 in every bay, and Tursiops sp. (mean body length—about  250cm.) is about 10Kg., but the 

 quantity of food in this cases had been restricted to some extent. 

15) The food quantity of Ragenorhynchus oblipuidens, Tursiops spp. and Pseudorca sp. is 

 little in summer but it increases with the decrease of water temperature and it shows the 

 highest in January and February. 

16) In culture the daily food quantity of one animal of Grampus griseus (mean body length-

 260cm.) is 13.4Kg. when the food had been given to them unrestrictedly, and the change of 

 the food quantity by monthes is not recognized like in others pecies.
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緒 言

大型 の髪鯨類 に関 しては,そ の食性はかな り明か にされてお り,そ の報告 も2,3あ る.即 ち大型 髪鯨類

の食餌は小型 由殻類が主であ り,我 々人類 に有用な る水産動物を直接摂取するよ うな事は殆ん どな い.

しか し歯鯨類 の食餌は魚類始め軟体動物等有用水産動物を直接捕食 しているようであ り,特 に小型歯鯨類

は多 くは大群 をな して棲息 してい るので彼等 に与え る食害 は実に 魑 しい ものであろ うと容易 に 想像 され,そ

の食性に関す る調査研究は急を要 していると思 われ る.長 崎県五島等の漁村においては 小型歯鯨類 の群が通

過 した附近一帯では イカ及 びアジ ・サバ等 の漁は全 くな く,又 彼等が湾ロ附近で彷裡 していると鱒やその他

の魚類やイカ等 も全然定 置網 にはよせてこない由である.

歯鯨の内の唯一の 大 型鯨である 抹香 鯨の食性 につ いては大 体において解明 されているが・それ以外 の歯鯨

懸難藤叢讐1∵ダ ＼ 一

雛蕪諜蟻lll藩 …
場合,そ れ等 の胃の内容を数回にわた って観察 し

たのでそれ等を報告す る.五 島における現場調査

に御協力下 され た有川漁協及び三井楽 漁協 に対 し

て心か ら齢 す る.Fi・ ・1Locat'onofcatch(.)andaqua「'um(●)

現 場 調 査

長 崎県五 島有川及 び三井楽又は長崎県松浦市等 において小型歯鯨類 の 大群が数回 にわたって 砂浜 に追 い上

げ られ たが,そ の際 これ等の小型歯鯨類の胃の 内容を観察調査 した。 これ等の外に も何 度 も他 の場所 でも他



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2工

種類のものも砂浜に追い上げられているようであるが，我々が正確に多数にわたって観察し得たものは，バ

ンドウイルカ・オキゴンドウ・ハナゴンドウの3種類のみである．Table　1にバンドウイルカの場合を示し

た．

Table　1現場調査におけるハンドゥイルカの胃の内容

No。　捕獲年月

u）

（2）

）3一

（4）

1958年12月

ユ960年2月

1960年7月

1960年12月

捕 獲 場　　所 捕獲i概数

長崎県南松浦郡三井楽町砂浜

長崎県北松浦郡松浦市飛島砂浜

長崎県南松浦郡有川町砂浜

同　　上

400頭

300頭

400頭

300頭

調査頭数

50頭

20頭

30頭

30頭

胃内容の種類

イカ類

主としてイカ
類その他雑魚

イカ類

イカ類及
び雑魚

胃内容の量

満　　腹

満　　腹

満腹しているも
のは少なく空胃
のものもあった

満　　腹

　Table　1に示している如くバンドウイルカでは4回しか二二していない．（3）を除いて他の3回は何れも冬

期であって，胃内容は皆イカが主であり他に少数の雑魚を含んでいるが何れも皆満腹の状熊であって，この

時期が索餌洞游中のものである事を物語っていると思われる．③の場合のみは夏季であり前報7）において述

べられている如く，これは明かに分娩洞游群であって中には満腹しているものもあったが空胃のものが多か

った．次にこのTableを見て目につく事は，この4回の調査ではバンドウイルカは大体皆イカ類を摂餌：して

いて魚類はわずかしか胃内に発見されていない．これは捕獲された時期にその海域には主としてイカ類が存

在していたのでバンドウイルカがそれ等を主として捕食したためにこのような結果が出たのであって，万一

この海域にこの時期にアジやサバ等が存在していたならば恐らくサジ・サバがその胃内から主として発見さ

れたものと思われる，又胃内から発見されたイカ類のmantleには何れもバンドウイルカの歯形がついてお

り，ハンドウィルカがイカ類を摂取する時には一度上下両顎の歯でイカ類を捕獲して後に嚥下するものと推

察される．これはオキゴンドウ及びハナゴンドウの場合も全く同様である．次にTable　2，　Table　3に夫々オ

キゴンドウ及びハナゴンドウの現場調査の結果を示した．

　　　　　　　　　　　　　Table　2現場調査におけるオキゴンドウの胃の内容

No．

（5）

（6）・

（7）

捕獲i年月

ユ958年！2月

ユ960年2月

1960年12月

捕 獲 場　　所

長崎県南松浦郡三井楽町砂浜

長崎県北松浦郡松浦市飛島砂浜

長崎県南松浦郡有川町砂浜

捕獲概数

400頭

30Q頭

200頭

調査頭数

50頭

20頭

30頭

胃内容の種類

イカ類

イカ類

イカ類

胃内容の量

満　　腹

満　　腹

下　　腹

Tabfe　3　現場調査におけるハナゴンドウの胃の内容

No．

（8）

（9）

（10）

捕獲i年月

1959年7月

1959年9月

1961年1月

捕 獲 場　　所

長崎県南松浦郡三井楽町砂浜

長崎県南松浦郡有川町砂浜

長崎県南松浦郡三井楽町砂浜

二二1二二
　　　　1

30頭

20頭

200頭

ll頭

8頭

20頭

胃内容の種類

イカ類

イカ類

イカ類

胃内容の量

空胃多し

空話多し

満　　腹



22

　Table　2においてオキゴンドウの捕獲は皆冬期になっている．五島の古老の話によると，この種が浜によせ

るのは五島では冬；期に限られており，又その場合必ずバンドウイルカと共に捕獲されるという事であるが，

事実我々が観察したオキゴンドウの捕獲iは何れもハンドウィルカを必ずともなっており，Table　1及び

Table　2において冬期におけるオキゴンドウの捕獲場所，捕獲i年月日はバンドウイルカのそれと同一である．

又練習船上の観察においてもこの両者は冬；期においては常に共棲しているのが見られている．この両種の混

獲については前報6）でも述べているが，ハンドウィルカが分娩洞游のため夏期浜によせた時にはオキゴンド

ウはその中に含まれていない．この両種は多分索餌洞游中には共棲しているものと思われ，大体においてそ

の餌：の種類は同一であろうと想像される．しかしこの3回の調査観察においてはその胃内容は総てイカ類の

みであり，而も何れも満腹の状態であった．

　次にTa61e　3はハナゴンドウの場合であるが，一般にこの種は群の規模が前二者よりも小さい．これはシ

ュライパー）も指摘している所であり，それによるとハナゴンドウの群は常にIOO頭以下で普通はIO頭～20頭

であるとしている．我々の観察したものの内ao）は時期的にいっても索餌洞心中のものと思われ，胃内容は何

れもイカ類を満腹していた．しかし他の場合は夏期に捕獲されており，分娩洞仁心のものと思われ，特に（8）

では分娩直前と思われる非常に大型の胎児が殆んどの雌獣の子宮角内に発見されており，胃内容は空胃が多

かった．観察例が少ないので明確にはいえないが，練習船上からの航海中の観察も加えて，索餌壷游中の本

種は割合い多くの群を作っているが，分娩洞跡式のものの群は他の種に比較して非常に小さいようである．

　次に1961年2月中旬に対馬近海で採捕されたカマイルカの内，1頭の胃内容に多くのイカの口器が発見さ

れた．この事からカマイルカも又天然ではイカ類をも摂強している事が推察される．

飼育中の餌の種類
　下関市水族館においては，長崎県五島対馬海域において旋網によって捕獲したカマイルカを丸3年間，又

山口県仙崎において浜に追い上げたハンドウイルカ及びオキゴンドウを丸1年間飼育している．又佐世保市

西海橋水族館においてはTabie　Iの（2）及び（3）のバンドウイルカ，丁able　3の（8）及び（9）のハナゴンドウを夫々

飼育した事があり又現在も飼育しそいる．これ等の小型歯鯨類の飼育中における餌の種類をのべる．唯，両

水族館においては捕獲地からの輸送の方法が異り，又飼育の事情状態等が異り，特に飼育地の条件が全く異

っている（下関市水族館では所謂プール式で飼育池は海面より比較的高い場所にあり，海水をポンプで池中

にくみ入れている．西海橋水族館では入江を網で区切って飼育池としており，針尾瀬戸の急流で池の水は自

然に非常によくわかる）ので同じ種類のものでも両水族館においては食性が異っている場合があると考えら

れ直接比較は出来ない．しかし何れにしてもこれ等は飼育中の例であり，これがそのまま天然の場合に適合

されるとは限らない．Table　4に飼育中の各種の小型熱演類の餌の種類を示した．

　Table　4においてカマイルカはアジのみを為り，それ以外のものは全くとっていない．しかし前記した如

く天然ではイカ等も摂面しているようである．次にハンドウィルカの内②及び（4）はイカ類を全く食べないが，

しかしTable　1に示されている如く，天然において観察された所によるとバンドウイルカはイカ類を多く食

べている．これは前記した如く，ハンドウィルカは天然においてはアジ・サバでもイカ類でもとり易い方を

摂っている事を意味しており，どちらかといえばイカ類よりもアジ・サバの方を好む程度であろう．又

Table　4の（3）と（4）とでは同じバンドウイルカでも食性が少し異っていて，前癌6）7）において両バンドウイルカ

の分類学的な相違が指摘されているが，それを或る程度食性の面から裏づけていると思われる．又両バンド

ウイルカとも飼育池内に蓄養されているタイ類やフグ類は全く摂らなかった．次にハナゴンドウはバンドウ

イルカと異って天然においても又飼育中においてもイカ類以外の餌を摂っているのを未だ見た事がない．恐

らく天然においても払超はイカ類のみを摂っているものと推察される．次にオキゴンドウであるがこの種は，

頭部が丸く吻がないので同じ歯寒肥の抹香鯨やハナゴンドウに似ており，そのため食性も抹香鯨やハナゴン

ドウと同様でイカ類のみを食べているものと最初考えて投饗した．又前記した如く天然ではイカ類のみがそ

の再再に発見されていて，この事のみでは甲種が天然ではイカ類のみを摂っているように思われるが，しか

し飼育した場合にはイカ類よりもむしろアジ・サバ等の方を好む事が分った．四種が索餌洞野中にはバンド

ウイルカと常に共棲している点から考えて，恐らく本四の食餌の種類はバンドウイルカと同一であろうと思

われ，天然においてはアジ・サバやイカ類等とりやすいものを摂っているが，しかしアジ・サバ等の魚類の
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方をイカ類よりも好んでいると思われる．水族館

において飼育したオキゴンドウの餌がイカ類から

サバ等の魚類に移行する状態をFig．2に示した．

1カ月以内で本丁がイカ類を全くとらなくなって

いる状態が示されている．江ノ島マリーンランド

ではカマイルカ・バンドウイルカ・ハナゴンドウ

を飼育調教しているが中島2）3）4）5）はそれ等の餌の

種類について「小型歯鯨類が好んで食い安くて年

中あるものを与えており，サバ・ムロアジ・イワ

シ・サンマ・イカナゴ・イカ類が良く，バンドウ

イル下等にはサバ・ハナゴンドウにはイカが適し

ている．」とのべており，大体において我々の結

果と一致している．又我々が飼育中観察したとこ

ろによると，バンドウイルカは魚は必ず頭部から

嚥下するし，ハナゴンドウ（オキゴンドウや松浦

バンドウイルカも）はイカ類を摂る場合に必ずイ

カ類のmantleの先端の方から嚥下する．

　次に両水族館において飼育した小型歯鯨類が死

亡した時に，胃の内部をしらべて見ると，多くは

胃内異物による胃閉塞によって死亡している場合

が多い．死亡については小型歯三三の輸送と飼育

の中で後刻詳報するが，西海橋水族館のハナゴン
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Fig．　2　Daily　quantity　of　food　at　the　beginn一一

　　　　ing　of　breeding　（Pseudorca　sP．），

　　　　showing　the　change　of　food　from

　　　　saquid　to　mackevel．

ドウ等は輸送直後の異状な精神状態のためにそのような異物を嚥下するものと考えられていたが，しかし相

当長期間飼育池で飼育したものでも，この原因のために死亡するものが殆んどであるところを見ると，どう

も自然界においても小型歯鯨類は胃内異物による胃閉塞で死亡している例が多いのではないかと想像され

る．

飼　育　中　の　餌　の　量

　水族館において小型歯乙類を飼育すると，先ず驚く事は彼等が非常に多くの餌を摂取するという事であり，

それ程多くの観客の入らない水族館では余り多くの小型歯鯨類を飼育すると彼等の餌代で先ず赤字になる．

そして日々彼等の餌を確保する事に対して館員一同大いに努力を払わなければならなくなる．この事から天

然において彼等が群泳している場合，有用水産動物に彼等が与えている食害が非常に大である事が容易に想

像される．例えば長崎魚市に水揚げされるアジ・サバ・イワシ・イカ類の量は五島周辺海域に生存している

小型歯骨類に食べられているアジ・サバ・イワシ・イカ類の量に比べて微々たるものであるとさえ思われる．

このような事を考えて，先ず工日にどの位いの量を彼等が摂っているかを知るために，両水族館で飼育して

いる各種についてその餌の量を検討してみた．

　小型歯鯨類は魚類に比べて非常に体重が大であり，飼育中にこれを水巾からとりあげて体重を測定する事

は勿論，輸送中といえどもその体重を測る事は大変困難な事である．唯我々が飼育しているカマイルカは小

型歯口中でも比較的体重が小さい部類であり，飼育池に入れる前にこれを測定したが，他は体が大きくて体

重測定は不可能である．それ故餌の量についてはカマイルカを除いては1頭当り1日の餌の重量で示してい

る．又我々が飼育している小型歯三巴ではハナゴンドウのみは大体において制限なく餌を与えているが他は

何れも手びかえして餌を与えている．もっともカマイルカはある程度摂餌意欲に基いて投餌を行なった．中

島2）3）4）5）ものべている如く無制限に餌を与えれば体長3m位いのもので1日工頭当り40隙以上も食べきりが

ないし，それよりも水族館の経営上支障を来す恐れがある．ともあれ彼等が非常な大食いである事には驚か

される。

　先ずカマイルカであるが，カマイルカ5頭の飼育池搬入当時の平均体重がU8Kgであり，その後約1年間の

飼育中の体重の成長を一応無視した．それ等のカマイルカに各月に与えた総餌量をカマイルカの総体重で割
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って出た値を更に30日で割り，！日当りの体重に対する平均摂餌量を％で出した．Table　5はカマイルカが

飼育池に搬入されて暫時して環境に大体なれ，平常の摂餌を行なうようになったと考えられた後のデーター

を使用し，1958年6月から工959年8月まで各月別にカマイルカの1日当りの体重に対する摂四界を％で示し

た。又Table　6は一年を春夏秋冬の4期に分けてその各々の期における1日当りの体重に対する摂聖旨を％

Table　5体重に対する1日当りの摂餌量の月別平均値（カマイルカ）

ユ958年～

　1959年

1日当摂餌量
り平均薩一

6月

10．2YO6

7月

9．7％

8月

IO．5％

9月

10．7％

工0月

ll．6％

エ1月

12．7％

12月

12．5％

工事

13．4％

2月

15．5％

3月

ll．3％

4月

7．8％

5月

6．3％

6月

5．8％

7月

5．9％

8月

6．7％

Table　6体重に対する1日i当りの摂餌量の季節別平均値（カマイルカ）

季 節
春　　　　期
（3～5月）

季節別平均（摂餌量体　重）％

冬期に対する％

8．5％

61．6％

夏　　　　期
（6～8月）

8．1％

58．7％

秋　　　　期
（9～エ1月）

11．7％

84．8％

冬　　　　期
（12～2月）

13．8％

IOO．O％

年 間

IO．04％
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Fig．　5　Monthly　mean　value　of　the　ratio　of　daily　food　quantity

　　　to　body　weight　（Ragenorhynehus　obliquidens）

で示したFig．3はTable　5を図示したものであるが，同時に飼育池の月別平均水温をも示した．これ等の

TableやFig．によってカマイルカを飼育した場合の餌の量が大体明かにされている．即ち体重に対する日

々の摂餌量は月によって5．8％から15．5％と広い範囲にわたっている．そして夏期においては餌の量が少ない

が，秋期・冬期になるにつれてその量は多くなり2月が最高を示している．又春期・夏期となるにつれて量

は減少して行く．かくの如く飼育環境と摂餌量との麗連は非常に大きく，特にFig．3に示した飼育池の水温

とは密接な関係があるらしく，両者は反比例の関係が明かである．又Table　6において冬期を100とすると夏

期では冬期の58．7％しか摂っていない事になっている．尚1日の摂餌量の年間平均は体重の10．04％であり，

小型歯鯨類は工日に体重のユ割餌を摂ると我々が普通に云っているのはこのような根拠からである．尚余談

になるが小型歯鯨類の外に我々が飼育している水産哺動物，例えばアシカ等においても大体において体重の

1割が1日の摂餌量であると云っても差し支えないと思われる．次にオキゴンドウ及びバンドウイルカであ
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るが丁able　7にこの三種の夫々の1日当りの餌量を示してある．

Table　7　1日工頭当り年三量の月別平均（オキゴンドウ・バンドウイルカ）

種　類

年　月

〔1）韓専弊讐

　　下関市水族館（2）

　　バンドウイルカ

（3），酒酔1醗藻）

（4〕ハ要麟、醗翻D

エ960年

2月 3月4月 5月

　　1
17，0114．6K

9
1

13．0！14，0

　　i

・4
汲激g3ト5

22．8121．0

ユ0．8

6月7月 8月9月

6．2

4．7

12．8！IO．4

　　1

9．2堰@8．1

一）　一

　
1

7．9

11．4

9．5

8．0

1O月

9．7

8．2

8．4

11月12月
　　t

工1．1 12．8

g．ilio．7

11．9 9．3

！月’2月

ユ0，2 1ユ．8

3月

ユ2．ユ

間
均

年
平

12．2

イルカ
平均体長

約330cm

9・S喧�Q50cm

22．41　309．5cm
　　t

9．9 242．5cm

　Table　7の（1）におけるオキゴンドウは搬入当時

体長測定を行わなかったが，大体平均体長は330

回目想いと推定されており，その餌量は年間を通じ

て工日1頭当りユ2．2Kgとなっている．又（2）のハン

ドゥイルカは平均体長は大体250cm位いと推定さ

れており，年間を通じて1日到頭当りの平井は

9．8Kgである．そして下種共夏においては半半が

少なく，秋期特に春；期に一一が多く，データーが

少ないが冬期には最も餌を多く摂っている事が容

易に想像され，これは前述したカマイルカの傾向

と全く同じである．・Fig．4はTabie　7の〔1）及び

（2）を図示したものである．この図においても水温

の上昇と共に餌量は減少し，水温の下降と共に餌

量は増加している．

　次にTable　7の（3）及び（4）であるが，松浦バン

ドウイルカは平均体長も大きく又時期にもよるが

餌量も多く1日1頭当り20Kgを越えている．しか

し有川バンドウイルカは平均体長は

242．5cmで前者より小さく餌の量も少な

い．しかし（4）では飼育池に夏期に搬入し　　　2。

てから秋期・冬期となるにつれて餌量が

増加しているのが良く示されている．又

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ5

15

　
　
　
　
1
0
　
　
　
　
　
　
5

画
g
ζ
ぎ
。
o
養
蚕
ξ
（
凝
●
）
↑
1

’一f＞一’一｛pt　in　pseudorca　sp．

”’iE＞一　一’　一〇・　一　in　Tursiops　sp．

顧輌●■一一一聰4』■口　water　七emp・

E”一

×　一ti

嵐、
　　　　　　　　　　　　　tノプ

　　　＼ハ∀・A・壱’万

　　　　xy／

　　　　y

Eeb．Mar．　Apr．　“Eay　Jun．　Jul．　Aug．　Sept．　Oct．　Nev．　Dee．

50

20

。
西
日
①
ρ
』
o
岩
津

一

01

Fig．5はTable　7の〔3）及び（4）を図示し

たものである．

　次にTable　7の（2）のバンドウイルカ

の内2頭については飼育池搬入時に体重

を測定した．それによってカマイルカの

場合と同様に計算すると年間平均の1日

の摂餌量は体重の約6％となってカマイ

ルカよりも大分少なくなっている．又更

に中島2）4）5）がのべている基準，即ち2m

程度のものでは1日’P頭約lOKg，3m位

のものでは1日1頭約20Kg，よりも我々
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1)九 州西方海域及 び山ロ県沿岸 において捕獲され た小型歯鯨類 の内カマイルカ ・バ ン ドウイル カ ・オキ ゴ

ン ドウ ・ハナ ゴンドウについてその食性を調査 した.

2)バ ンドウイルカ ・オキ ゴンドウ ・ハナ ゴンドウについては捕獲現場 において胃内容を調査 した結果,バ

ンドウイルカはイカ類を主 と してその他雑魚を とってお り,又 オキゴ ン ドウ ・ハナゴ ンドウはイカ類 のみ

を摂餌 していた.

3)胃 の中か ら発見 された イカ類 等は皆強 い歯形がついており,天 然では上下両顎の歯で餌を とらえた後嚥

下する ものと思われ る.

4)冬 期 における現 場調査では これ等 の小型歯鯨類は何れ も満腹 していたが,夏 期においては空胃の ものが

多か った.こ れ等 の捕獲 の内,冬 期は索餌 洞游中 の もの,夏 期は分娩洞游中の ものである事が食性 の面か

らも証 明され る.

5)オ キゴ ン ドウは索餌洞游 中は必ずバ ンドウイルカ と共棲 してお り,冬 期における捕獲は両者が必ず混獲

されている.し か し分娩洞游中 には両者は共棲 していない.

6)カ マイルカ ・バ ン ドウイル カ ・オキゴ ン ドウは一般 に大群をな しているが,ハ ナゴンドウの群は他の も

のよ りも小 さい.特 に夏期 に捕獲される分娩洞游中の ものは群が小さい.し か し冬期捕獲され又 は発見さ

れ る索餌洞游 中のハ ナゴンドウの群は夏期における程小さ くはない.

7)飼 育 した場合 これ等の小型歯鯨類 は餌は魚類では頭部か ら嚥下 し,イ カ類ではmantleの 先端部か ら嚥

下す る.

27

の場合 は幾分餌量が下廻 って いて,江 ノ島マ リンラン ドにおける餌の量よ りも少 ないと思われ る.こ れ は前

記 した如 く両水族館において餌 の量を 相当制限 した結果であろ うと思われ,も し無制限に投餌 すれば相当多

量の餌を必要 とし,恐 らくカマイルカ同様1日 の摂餌量 は体重の10%以 上になると想像 され る.

最後 にハ ナゴ ンドウであるが,こ の種 の 工日1頭 当 りの餌量をTable8に 示 した.又Fi9.6は それ を図

示 したものである.又 これ等 は有川で捕獲された もの,即 ちTab冒e5の(9)に つ いてのデーターのみを使用 し

た.又 本種で は他の もの と異 って飼育 中には餌量は大体 において制限せずに彼等が とるだけの量を与えた.

Table81日1頭 当 りの摂餌量の月別平均(ハ ナ ゴンドウ)

年 月 騨1・ ・月 ・・月12月 陣 月3月4月5月6胴8月9月 ・・月 隷 ナ雛 屋

… 頭購 ・2毒・3・6・2・1・α3・2・5・5・5・48ト2・4・3!エa・la4}・4・・3・715・3・3・426・ ・聯

Table8及 びFig.6に お いて 示 され
夘

た如 く,本 種では他の種類 と異 って季節

によって餌量が変化する という傾 向は殆15・.

んど認め られ ない.む しろ上村8)も 指摘 留.・
芦20

してい る如 く.前 記他種 と反対 に水温の ス ,

低下 と共に冬期に食欲が減退 し摂餌量が §.
唇 含

減 少 す る よ うな傾 向 さえ 見 られ た ・昨 年 婆_f
。。dq。a。七瑠 。fG。㎝P。,8P.1Q署

(1960年)の3月 下 旬 の 一時 期 に甚 し く 壽5_一 → ～a七。.t。。p.董

驚濡 二諜 慧 灘娠)_____…__1
これ は 温 薦 の影 響 に よ る もの で は なし'

F、、.6M。n,hl,meanva1。,。fd、ilyf。 。d,。 、n,i、y

し・又 醗 勺に起 る事 で は な く他 の原 因 、
。。neanim。1(97σ 〃2ρπsgγzε θ〃3)

に よ る もの と思 われ る 。ハ ナ ゴ ン ドウ の

ユ日 ユ頭 当 りの 年 間 の 平均 摂 餌 量 は ユ3.4晦 で あ り,バ ン ドウ イル カ や オ キ ゴ ン ドウの 場 合 よ りも多 い.

摘 要



8)水 族館で飼育 した場合 カマイルカはアジ しか と らなか った,

9)飼 育 した場合バ ンドウ イル カは主 としてアジ ・サバ等の魚類を摂 るが,イ カ類 も摂餌す る場合がある.

現場調査の結果等 も総合 して本種は恐 らく天然 ではアジ ・サバ ・イカ類を とっている ものと思われ る.

1O)オ キ ゴン ドウも飼育 した場合は イカ類 よ りもむ しろアジ ・サバ等 の魚類 の方を好んでいる.し か し本種

はバ ン ドウイル カと共棲 しているところか ら,天 然ではバ ンドウイル カと食性は同一で あろ うと想像 され

る.

11)飼 育 した場合 において もハ ナゴンドウは イカ類 しかと らなか った.

12)ハ ナゴ ンドウ ・バ ンドウイルカ ・カマイル カを飼育 した場合,胃 内異物による胃閉塞によ って死 亡す る

場合が多か った.

13)飼 育 した場合,餌 量についてはカマイルカは年平均1日 当 り体重 のIO%を 摂 る.

14)飼 育 した場合 オキゴン ドウ(平 均体長約330cm)は 年 間平均1日1頭 当 り12.2kg,バ ンドウイル カ(平 均

体長約250cm)は 約10kgの 餌を とった事 に な る.し か しこれ はやせ ない 程度に餌量を制限 した場合であ

る.

15)カ マイルカ ・バ ンドウイル カ ・オキゴ ンドウでは夏期は摂餌量が少 ないが,水 温の低下 と共に餌量 は増

加 し,1月 ・2月 が摂餌量は最 も多 い.

16)ハ ナゴン ドウ(平 均体長260cm)は 彼等が 食べ るだけ与え た場合の年平 均は1日1頭 当 り摂餌量 は13.4kg

であ り,他 種の如 き各月による餌量 の変動は認 め られなか った.
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